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暮
く
らしの中

なか
の日

に
本
ほん
語
ご
が楽

たの
しく学

なま
べる

『日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
CD-ROM クリック eコミック　コボちゃん』

▽楽
たの
しく学

まな
ぶための工

く
夫
ふう
がいっ

ぱい

　『コボちゃん』は、20年
ねん
以
い
上
じょう
にわたって新

しん
聞
ぶん
の

朝
ちょう
刊
かん
に連

れん
載
さい
されている４コママンガです。その

中
なか
の100編

へん
を、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
のためのCD-ROM教

きょう

材
ざい
にしたものが、『クリック eコミック　コボ

ちゃん』です。コボちゃん一
いっ
家
か
のなにげない毎

まい

日
にち
の生

せい
活
かつ
を通

とお
して、現

げん
代
だい
の日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
や文
ぶん
化
か
、そ

して日
に
本
ほん
人
じん
の考

かんが
え方

かた
にふれることができます。

　本
ほん
教
きょう
材
ざい
には、CD-ROMの利

り
点
てん
を生

い
かした楽

たの

しく学
まな
ぶための工

く
夫
ふう
がたくさんあります。まず、

ふきだしをクリックするとセリフの色
いろ
が変

か
わっ

て音
おん
声
せい
が聞

き
けます。ふきだしの表

ひょう
示
じ
を「日

に
本
ほん
語
ご
」

「英
えい
語
ご
」「ローマ字

じ
」「表

ひょう
示
じ
なし」の４種

しゅ
類
るい
に切

き
り替

か

えることもできます。また、各
かく
作
さく
品
ひん
には、内

ない
容
よう

理
り
解
かい
を助

たす
けるための情

じょう
報
ほう
が「しつもん」「ストー

リー」「せつめい」「ごい」「レッスン」として盛
も
り

込
こ
まれていて、一

ひと
つの作

さく
品
ひん
をじっくり学

まな
ぶこと

ができます。さらに、全
ぜん
100編

ぺん
のうち33編

ぺん
には、

４コマの順
じゅん
番
ばん
を考

かんが
える①「並

なら
べかえ」、コマを抜

ぬ

いてそのコマで何
なに
が起

お
こっているかを考

かんが
える②

「コマぬき」、セリフの内
ない
容
よう
を考

かんが
える③「セリフ

ぬき」の三
みっ
つのアクティビティーがあり、学

がく
習
しゅう

者
しゃ
の能

のう
動
どう
的
てき
な学

がく
習
しゅう
を支

し
援
えん
しています。

▽充
じゅう
実
じつ
した教

きょう
師
し
サポート

　本
ほん
教
きょう
材
ざい
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が楽

たの
しく自

じ
習
しゅう
できる教

きょう
材
ざい
で

すが、マンガを教
きょう
室
しつ
で活

かつ
用
よう
したいと考

かんが
えている

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
にとっても、嬉

うれ
し

い教
きょう
材
ざい
といえるでしょう。

　まず、機
き
能
のう
面
めん
では、検

けん
索
さく
機
き

能
のう
が充

じゅう
実
じつ
しています。「語

ご
彙
い
」

「文
ぶん
型
けい
」「場

ば
面
めん
」で検

けん
索
さく
すること

ができ、それぞれの教
きょう
育
いく
現
げん
場
ば

に合
あ
ったマンガを選

えら
ぶことが

できます。

　選
えら
んだマンガは、「しおり」

の機
き
能
のう
を使

つか
うと、利

り
用
よう
した

いときにすぐ探
さが
すことがで

きます。授
じゅ
業
ぎょう
で利

り
用
よう
する場

ば

合
あい
、ふきだしを「日

に
本
ほん
語
ご
」「英

えい

語
ご
」「ローマ字

じ
」「表

ひょう
示
じ
なし」に

切
き
り替

か
えて印

いん
刷
さつ
して配

くば
れるの

も、嬉
うれ
しい機

き
能
のう
の一

ひと
つです。

　また、付
ふ
属
ぞく
の冊

さっ
子
し
『活

かつ
用
よう
ア

イディア集
しゅう
』には、CD-ROM

には収
しゅう
録
ろく
されていない「並

なら
べ

かえ」「コマぬき」「セリフぬ

き」などのアイディアや、教
きょう

室
しつ
で作

さく
品
ひん
の内

ない
容
よう
を理

り
解
かい
でき

たかどうかを確
かく
認
にん
する場

ば
合
あい
の

質
しつ
問
もん
例
れい
、内

ない
容
よう
をもとにディス

カッションする場
ば
合
あい
の活

かつ
用
よう
例
れい

などが収
おさ
められています。全

ぜん

100編
ぺん
の作

さく
品
ひん
は、コボちゃん

つまり子
こ
供
ども
の視

し
点
てん
から描

えが
か

れたものと、他
ほか
の家

か
族
ぞく
つまり

大
おとな
人やペットの視

し
点
てん
から描

えが
か

れたものがありますので、教
きょう

師
し
が自

じ
分
ぶん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に合

あ
った作

さく

品
ひん
を選

えら
びたい場

ば
合
あい
にも、この

付
ふ
属
ぞく
冊
さっ
子
し
は心

こころ
強
づよ
い味

み
方
かた
とな

るでしょう。
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　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
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書
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紹
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介
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新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

　本
ほん
書
しょ
は「初

しょ
級
きゅう
が終

お
わって、これから中

ちゅう
級
きゅう
へ進
すす

もうとする人
ひと
たちのため」に作

つく
られた問

もん
題
だい
集
しゅう
で、

本
ほん
誌
し
44号

ごう
本
ほん
ばこで紹

しょう
介
かい
した『漢

かん
字
じ
語
ご
彙
い
が弱
よわ
いあ

なたへ』に続
つづ
く「初

しょ
級
きゅう
から中

ちゅう
級
きゅう
への橋

はし
渡
わた
しシリー

ズ」第
だい
二
に
弾
だん
です。書

しょ
名
めい
は『文

ぶん
法
ぽう
が弱

よわ
い…』となっ

ていますが、決
けっ
して弱

よわ
い人

ひと
のためだけの問

もん
題
だい
集
しゅう

ではありません。中
ちゅう
級
きゅう
に進

すす
む前
まえ
に初
しょ
級
きゅう
文
ぶん
型
けい
をも

う一
いち
度
ど
整
せい
理
り
するための問

もん
題
だい
集
しゅう
として、文

ぶん
法
ぽう
が強
つよ

い人
ひと
にもお勧

すす
めできる一

いっ
冊
さつ
です。

　扱
あつか
われている項

こう
目
もく
は、助

じょ
詞
し
、自

じ
動
どう
詞
し
と他

た
動
どう
詞
し
、

アスペクト補
ほ
助
じょ
動
どう
詞
し
、授
じゅ
受
じゅ
動
どう
詞
し
、形
けい
式
しき
名
めい
詞
し
、モ

ダリティ、条
じょう
件
けん
、使

し
役
えき
、受

うけ
身
み
、敬
けい
語
ご
など全

ぜん
部
ぶ
で

39あり、どこからでも始
はじ
めることができます。

各
かく
課
か
の構

こう
成
せい
は大

おお
きく２

ふた
つに分

わ
けられます。ま

ず、基
き
本
ほん
的
てき
文
ぶん
法
ぽう
知
ち
識
しき
の確
かく
認
にん
のために、動

どう
詞
し
の活
かつ

用
よう
や意

い
味
み
用
よう
法
ほう
を問

と
う問
もん
題
だい
、類

るい
似
じ
表
ひょう
現
げん
との正

ただ
しい

使
つか
い分

わ
けを問

と
う問
もん
題
だい
、絵

え
を見

み
て短

みじか
い文

ぶん
を作

つく
った

り空
くう
欄
らん
に正

ただ
しい語

ご
を入

い
れたりする問

もん
題
だい
などがあ

ります。そして、これらが理
り
解
かい
できていたら、

総
そう
仕
し
上
あ
げとしてまとまった長

なが
さの読

どっ
解
かい
文
ぶん
に挑

ちょう
戦
せん

です。初
しょ
級
きゅう
文
ぶん
法
ぽう
の復

ふく
習
しゅう
用
よう
問
もん
題
だい
集
しゅう
は今

いま
までにもい

ろいろありましたが、各
かく
課
か
にまとめの読

どっ
解
かい
文
ぶん
が

あるのが本
ほん
書
しょ
の特
とく
徴
ちょう
であり、この部

ぶ
分
ぶん
が「初

しょ
級
きゅう

から中
ちゅう
級
きゅう
への橋

はし
渡
わた
し」の役

やく
割
わり
を果

は
たしていると

言
い
えます。読

どっ
解
かい
文
ぶん
までできれば理

り
想
そう
的
てき
ですが、

時
じ
間
かん
がない人

ひと

は、ここは省
しょう

略
りゃく
して前

ぜん
半
はん
の

文
ぶん
法
ぽう
問
もん
題
だい
だけ

をやってもい

いでしょう。

各
かく
ページには

楽
たの
しい絵

え
もあ

り、微
び
妙
みょう
な意

い

味
み
の違

ちが
いなど

をわかりやす

く説
せつ
明
めい
してい

ます。

　前
ぜん
述
じゅつ
したよ

うに、本
ほん
書
しょ
は

もともとは初
しょ
級
きゅう
文
ぶん
法
ぽう
の

復
ふく
習
しゅう
用
よう
として作

つく
られた

ものですが、初
しょ
級
きゅう
の学

がく

習
しゅう
と同

どう
時
じ
進
しん
行
こう
で進

すす
める

こともできます。先
せん
生
せい

が宿
しゅく
題
だい
用
よう
としてクラス

で使
つか
ってもいいですし、解

かい
答
とう
が別

べっ
冊
さつ
付
ふ
録
ろく
として

ついていますので、意
い
欲
よく
のある学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が自

じ
習
しゅう
用
よう

として使
つか
うこともできます。

　私
わたし
たちのまわりの日

にち
常
じょう
会
かい
話
わ
を観
かん
察
さつ
してみると、

多
おお
くの人

ひと
が、言

こと
葉
ば
だけでなくさまざまなジェス

チャーを使
つか
いながら話

はな
していることがわかりま

す。ジェスチャーは文
ぶん
化
か
によって異

こと
なる場

ば
合
あい
が

少
すく
なくありませんから、初

はじ
めて異

い
文
ぶん
化
か
のジェス

チャーを見
み
た時

とき
、その意

い
味
み
がわからなかったと

いう経
けい
験
けん
を持

も
つ人

ひと
も多

おお
いでしょう。

　ビデオ講
こう
座
ざ
日
に
本
ほん
語
ご
シリーズはこれまで、自

し
然
ぜん

な会
かい
話
わ
の中

なか
で、さまざまな文

ぶん
法
ぽう
を提
てい
示
じ
して来

き
ま

した。今
こん
回
かい
は日

に
本
ほん
人
じん
が日
にち
常
じょう
会
かい
話
わ
の中
なか
で使
つか
うジェ

スチャーを、職
しょく
場
ば
の自

し
然
ぜん
な会

かい
話
わ
の中
なか
で紹

しょう
介
かい
して

います。

　たとえば、さかずきを傾
かたむ
けて酒

さけ
を飲

の
むことを

表
あらわ
すジェスチャー、指

ゆび
で丸
まる
を作
つく
ってお金

かね
を表

あらわ
す

ジェスチャー、頭
あたま
をかいて申

もう
し訳

わけ
ないという気

き

持
も
ちを表

あらわ
すジェスチャーなど、全

ぜん
部
ぶ
で19のジェ

スチャーが紹
しょう
介
かい
されています。

　ビデオでは、まず日
に
本
ほん
人
じん
が自

し
然
ぜん
な会

かい
話
わ
の中
なか
で

ジェスチャーを使
つか
い、アメリカ人

じん
のワースさん

がその意
い
味
み
を質
しつ
問
もん
するという流

なが
れになっていま

す。ジェスチャーだけをみてその意
い
味
み
をクラス

で考
かんが
えてみたり、ジェスチャーの意

い
味
み
を理

り
解
かい
し

たあと、同
おな
じことを表

あらわ
すために自

じ
分
ぶん
の文
ぶん
化
か
では

どんなジェスチャーを使
つか
っているか話

はな
し合

あ
った

りする利
り
用
よう
方
ほう
法
ほう
も考

かんが
えられるでしょう。もちろ

ん、ことばと同
おな
じように、ジェスチャーも場

ば
面
めん

や性
せい
差
さ
、相
あい
手
て
との関

かん
係
けい
などによって、いつでも

使
つか
えるわけではありませんので、ビデオを見

み
る

時
とき
はその点

てん
に留

りゅう
意
い
する必

ひつ
要
よう
があります。

　なにげないジェスチャーに注
ちゅう
意
い
を払

はら
うことで、

非
ひ
言
げん
語
ご
コミュニケーシ

ョンが果
はた
たす役

やく
割
わり
に注

ちゅう

目
もく
したり、異

い
文
ぶん
化
か
そし

て自
じ
文
ぶん
化
か
への視

し
点
てん
を養

やしな

ったりするための好
こう
材
ざい

料
りょう
として活

かつ
用
よう
できる教

きょう

材
ざい
です。
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　みなさんには、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の発

はつ
音
おん
を聞

き
いて、どこ

か日
に
本
ほん
語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
の発

はつ
音
おん
と違

ちが
っているのに、何

なに

が違
ちが
うか、どこを変

か
えたらよいか、わからない

という経
けい
験
けん
はありませんか。この本

ほん
は、そんな

時
とき
にヒントを与

あた
えてくれる本

ほん
です。

　各
かく
章
しょう
で取

と
り上

あ
げられているテーマは、第

だい
１

章
しょう
：単

たん
音
おん
（文

ぶん
節
せつ
音
おん
）、第

だい
２章

しょう
：音

おん
節
せつ
、第

だい
３章

しょう
：

韻
いん
律
りつ
レベル、第

だい
４章

しょう
：音
おん
声
せい
教
きょう
育
いく
です。

　この本
ほん
の大

おお
きな特

とく
色
しょく
は、日

に
本
ほん
語
ご
の音

おん
声
せい
を実

じっ
際
さい

の音
おと
を聞

き
きながら学

まな
べるところです。

　付
ふ
属
ぞく
のCDを聞

き
きながら本

ほん
文
ぶん
を読

よ
み進

すす
み、実

じっ

際
さい
に口
くち
を動
うご
かしてさまざまな音

おと
を出

だ
してみると、

それぞれの音
おと
が出

で
て来

く
るしくみが確

かく
認
にん
できます。

CDには学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の母

ぼ
語
ご
や日

に
本
ほん
語
ご
の音

おん
声
せい
も入

はい
って

いますが、その音
おと
がどうやって作

つく
られているの

かも示
しめ
されているので、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の音
おん
声
せい
の問

もん
題
だい
点
てん

をつかむこともできます。学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の母

ぼ
語
ご
は、10

言
げん
語
ご
以
い
上
じょう
にわたります。

　この本
ほん
のもう一

ひと
つの特

とく
色
しょく
は、日

に
本
ほん
語
ご
のリズ

ムを構
こう
成
せい
する単

たん
位
い
を「リズムユ

ニット」と名
な
づけ、語

ご
の長

なが
さを

「拍
はく
感
かん
覚
かく
」ではなく、「リズム

ユニット」の配
はい
置
ち
として捉

とら
える

新
あたら
しい方

ほう
法
ほう
を提

てい
言
げん
しているとこ

ろです。「リズムユニット」には、

１拍
ぱく
分
ぶん
の単

たん
位
い
である「リズムユ

ニット１」と、２拍
はく
分
ぶん
の「リズ

ムユニット２」があり、すべて

の語
ご
はこのユニットの組

く
み合

あ
わ

せとして規
き
定
てい
できると考

かんが
えてい

ます。たとえば、「たべ・もの

（食
た
べ物

もの
）」は「リズム

ユニット２＋２」、「じ・

かん（時
じ
間
かん
）」は「リズ

ムユニット１＋２」です。

　この本
ほん
を読

よ
むことによ

り、読
どく
者
しゃ
は日

に
本
ほん
語
ご
の音
おん
声
せい
の知

ち
識
しき
を得

え
るだけでは

なく、自
じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の日

に
本
ほん
語
ご
の発

はつ
音
おん
や音

おん
声
せい
の教

きょう
育
いく
に

ついて振
ふ
り返

かえ
るきっかけも得

え
られるでしょう。

●データ●

　本
ほん
書
しょ
は「コンピュータはちょっと」という日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
師
し
のために日

に
本
ほん
語
ご
を教
おし
える上

うえ
での、

①具
ぐ
体
たい
的
てき
なコンピュータの利

り
用
よう
方
ほう
法
ほう

② IT（Information Technology）活
かつ
用
よう
の可

か
能
のう
性
せい

に重
じゅう
点
てん
をおいています。

　本
ほん
書
しょ
の目

もく
的
てき
としてあげられているのは次

つぎ
の二

ふた

つです。

１）  教
きょう
師
し
一
ひと
人
り
一
ひと
人
り
のITリテラシーを高

たか
め、コン

ピュータに対
たい
する苦

にが
手
て
意
い
識
しき
を減

へ
らす

２）  仕
し
事
ごと
をする上

うえ
で最

さい
低
てい
限
げん
必
ひつ
要
よう
な知

ち
識
しき
と技

ぎ
術
じゅつ
を

身
み
につける

　本
ほん
書
しょ
は、まず第

だい
１章

しょう
でITリテラシーにつき、

何
なに
ができて、何

なに
ができないのかがチェックでき

る14項
こう
目
もく
の自

じ
己
こ
診
しん
断
だん
の質
しつ
問
もん
があります。そして、

海
かい
外
がい
でのコンピュータの日

に
本
ほん
語
ご
環
かん
境
きょう
設
せっ
定
てい
につい

て基
き
本
ほん
的
てき
なことを紹

しょう
介
かい
しています。第

だい
２章

しょう
から

８章
しょう
では具

ぐ
体
たい
的
てき
にワープロソフト、表

ひょう
計
けい
算
さん
ソフ

ト、グラフィックソフトなどの使
つか
い方
かた
を実

じっ
践
せん
的
てき

に学
がく
習
しゅう
していくことができます。例

たと
えば、比

ひ
較
かく

的
てき
使
つか
い慣

な
れているワープロソフトでも、基

き
本
ほん
的
てき

な機
き
能
のう
の中
なか
にまだ利

り
用
よう
価
か
値
ち
の高

たか
いものがあると

して、インデント､タブ､スタイルシートの使
つか
い

方
かた
を取

と
り上

あ
げています。さらに表

ひょう
計
けい
算
さん
ソフトで

は具
ぐ
体
たい
的
てき
な成

せい
績
せき
管
かん
理
り
の例

れい
を見

み
ながら使

つか
い方

かた
を学

がく

習
しゅう
できます。その

他
ほか
、電

でん
子
し
メール、

ワールドワイドウ

ェブ（www）につ

いての章
しょう
もあり、

自
じ
分
ぶん
に必

ひつ
要
よう
な章

しょう
を

選
えら
んで学

がく
習
しゅう
するこ

ともできます。各
かく

章
しょう
の終

お
わりには練

れん

習
しゅう
問
もん
題
だい
もついてい

て、各
かく
章
しょう
の確

かく
認
にん
が

できるよう工
く
夫
ふう
さ

れています。

　また、付
ふ
属
ぞく
の

CD-ROMを活
かつ
用
よう
し

て、理
り
解
かい
しにくい

例
れい
題
だい
や練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
の

解
かい
答
とう
例
れい
を参

さん
照
しょう
しな

がら自
じ
分
ぶん
で学

がく
習
しゅう
を

進
すす
めることもでき

ると思
おも
います。

　わずか86ページですが、本
ほん
書
しょ
を読

よ
み終

お
えるこ

ろにはコンピュータ・ITに少
すこ
し自

じ
信
しん
がもてる

ようになるでしょう。

●データ●

z鹿
か
島
しま
央
たのむ
 xスリーエーネットワーク（〒 

101-0064　東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3

（松
しょう
栄
えい
ビル）／ TEL.03-3292 -5751　FAX. 

03-3292-6195　URL　www.3anet.co.jp 

c2002年
ねん
5月
がつ
31日

にち
 v4-88319-231-8 bA5

判
ばん
194ページn1,995円

えん
 mCD付

つ
き

z畑
はた
佐
さ
一
かず
味
み
 xくろしお出

しゅっ
版
ぱん
（〒112-0002 

東
とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし
川
かわ
3-16-5 ／ TEL.03- 

5684-3389　FAX.03-5684-4762　URL　

member.nifty.ne.jp/kurosio/ c2002 年
ねん
6

月
がつ
17日

にち
 v4-87424-246-4 bB5判

ばん
86ページ 

n1,890円
えん
 mCD付

つ
き

音
おと
を聞

き
きながら、日

に
本
ほん
語
ご
の音

おん
声
せい
について学

まな
べる

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
をめざす人

ひと
のための基

き
礎
そ
から学

まな
ぶ音

おん
声
せい
学
がく
』

コンピュータ・ITの世
せ
界
かい
へ無

む
理
り
なく進

すす
める教

きょう
材
ざい

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のためのITリテラシー入

にゅう
門
もん
』

P.3 P.25

P. 54 P. 55

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P.17 ～ 19 は以
い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選

えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

島
しま
田
だ
徳
のり
子
こ
、大
おお
隅
すみ
敦
あつ
子
こ
、押
おし
尾
お
和
かず
美
み
、木

き
山
やま
登
と
茂
も
子
こ
、雄
おお
谷
や
進
すすむ
（執
しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）




